
平成２２年３月１２日 

 

日本格付研究所（ＪＣＲ）による当行の格付について 

 

  武蔵野銀行（頭取 加藤喜久雄）では、平成２２年３月１２日付けで日本格付研究所（ＪＣＲ）

から、当行の「長期優先債務」に対する格付が「 Ａ＋ 」（シングル Ａプラス）、「第１回期限前償

還条項付無担保社債（劣後特約付）」が「 Ａ 」（シングル Ａフラット）として据置かれることが

公表されましたので、お知らせいたします。 

 

１．格付区分 

当行では、平成９年４月から、日本格付研究所による「長期優先債務」の格付を取得しており

ます。「長期優先債務格付」とは、債務者（発行体）の債務全体を包括的に捉え、その債務履行

能力を評価したものであり、当行の「長期優先債務」に対する格付「 Ａ＋ 」（シングル Ａプラ

ス）は「債務履行の確実性が高い」という「投資適格」の評価であります。 

一方、社債など個別債務の評価につきましては、債務の契約内容、債務間の優先劣後関係等も

考慮して評価され、当行では平成１８年９月の第１回劣後特約付社債の発行に当り取得したもの

でありますが、「劣後特約付社債」の格付は「長期優先債務」の１ノッチ下に評価されるのが通

常です。 

 

２．格付理由  

埼玉県という競合の厳しいマーケットを地盤としつつも、①法人・個人向け融資をともに積極

的に推進し、比較的堅調に推移していること、②預金残高も団塊世代の退職金や年金の獲得に注

力し順調に増加していること、③与信費用は、厳しい経済環境により相応の与信費用が継続して

発生している状況に変わりはないものの、不良債権比率は地銀平均を大きく下回る水準で貸出資

産の健全性が高いこと、などを評価し、格付けは「Ａ＋」に据置かれました。 
さらに、今後の見通しにつきましては、平成２２年度通期決算が黒字回復見込みであることに

加え、有価証券部門の収益も回復基調であることから、「ネガティブ」から「安定的（※）」に引

き上げられております。 
※「安定的」とは、当面変更の可能性が低いことを意味しております。 

以 上 
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総合企画部 松本・田邉 
℡ 048（643）6468 


